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要 旨 

１．調査の趣旨 
 株式会社日本総合研究所（本社＝東京都千代田区一番町 16 番、社長＝小井戸雅彦）は、全国の

青少年が、マルチメディアからどのように情報を入手しているか、また、入手した情報をどの程

度信頼しているのかについての実態調査を実施した。本調査では、マルチメディアのなかでも青

少年が主に接していると考えられるテレビ、インターネット、電子ゲーム（テレビゲーム・パソ

コンゲーム）に焦点をあて、マルチメディアの使用状況、マルチメディアから得られる情報につ

いての意識や関心等を把握した。 

 青少年の情報リテラシー（情報を活用する能力、素養）の向上は、「e-Japan戦略」等の各種情
報化政策のなかで、「教育の情報化」「人材の育成」等のかたちでその重要性が度々指摘されてお

り、我が国の社会におけるＩＴ活用が進むか否かのカギを握っているともいえる。そのため、教

育の情報化等にかける政策当局を含めた世論の意識は極めて高く、例えば「2002年までに全国の
全ての小中高等学校をインターネットに接続する」といったハード整備や、「学校教職員のパソコ

ン研修を強化する」といったソフト面での施策の拡充が鋭意展開されている。 
 このような行政施策の充実はいわゆる「供給側」の論理であり、教育を受ける子ども達の実態

や意識に関しての議論はあまりなされていなかった。特に、最近の様々な青少年犯罪や「出会い

系サイト」を巡る問題に際して、「青少年にインターネットやバーチャルリアリティを見せること

は慎むべき」といった議論がなされている。子ども達の実態、特に意識を踏まえた施策展開の充

実が求められている。 
 本調査は、このような背景のもと、青少年のマルチメディアに対する意識等を把握し、今後の

情報リテラシーの向上に向けた提言の基礎資料として実施したものである。 

 

２．調査内容 

①マルチメディアの使用状況について 
・ インターネットや電子ゲームの使用頻度、使用目的、使用時間 
②マルチメディアから得られる情報についての意識 
・ テレビやインターネットについての信頼度、情報を得たときの効果 
③ テレビ、インターネット、電子ゲームの情報源の性格などリテラシーへの関心 
 

３．調査の概要 

実施期間 ：2001 年 3 月 

実施方法 ：Web サーバ上で実施 

調査対象 ：11 歳から 18 歳の青少年 

有効回答数：926 票 

調査数 11～12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳
全体 926 114 139 128 128 145 152 120
男子 447 56 70 58 56 74 71 62
女子 479 58 69 70 72 71 81 58  
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４．調査結果の概要 
(1)インターネットからの情報を比較的冷静に受け止めている 

 インターネットでのメールやチャット、テレビゲームやパソコンゲームをした後に、実生活

との違和感をもつことがあると答えた青少年は２割で、大半は実生活との違和感をもつことは

ないと答えた。総じて、青少年はテレビニュース、インターネットなどの真偽を認識している

と言える。しかし、違和感をもつと答えた２割の青少年のなかには、「実際の生活との区別がつ

かない」といった一時的に現実とのコミュニケーション障害を起こしていると思われる者も存

在する。近年みられるテレビゲームでの体験をもとに犯罪にはしる青少年達の片鱗がうかがえ

る。こうした傾向は、利用頻度によらず全体的に見られた。 

(2)情報の真偽を判断する基準を外部化している（学校の先生の話は信頼度が極めて低い） 

 日常生活上での情報源を８つ挙げて信用できる順にならべてもらったところ、「テレビのニ

ュース」「新聞記事」「家族の話」「友達の話」「インターネットのホームページ」「学校の先生

の話」「雑誌の記事」「マンガ」の順となった。青少年は、情報源の信用の度合いを意識しなが

ら、それぞれの情報を活用しているものと考えられる。 
 「インターネットのホームページ」の信用度は５番目に位置し、「学校の先生の話」はそれを

下回る６番目と低い位置にある。 

 (3)情報弱者（デジタルデバイド）への無関心（情報弱者に冷たい子ども達） 

 テレビ、インターネット、ゲームの情報がどのように創られるかを知りたいと答えた青少年

が多い。その理由は、情報がどのように創られるかのしくみ自体を知りたいという好奇心や、

創られ方を知るともっと楽しめると思う、あるいは、信じられないところがあるので情報の創

られ方を知りたいの３つが主なものである。一方で、コンピュータやインターネットを使えな

い情報弱者に対しては青少年は無関心であり、デジタルデバイドを容認する傾向もみられる。 
 

５．青少年の情報リテラシー向上への視点 
(1)青少年の情報判断力を信頼しつつ、一部の情報判断力に欠ける青少年の情報リテラシー向
上プログラムを早急に開発する 
 大半の青少年はバーチャル世界に対して冷静に反応しているが、一部の青少年が現実と仮想

世界の区別がついていないことが明らかになった。青少年とバーチャル世界を切り離すのでは

なく、バーチャルと現実をきちんと判断し行動できるための教育プログラムの開発を国家レベ

ルで進めるべきである。 
 (2)情報弱者や情報格差（デジタルデバイド）への理解度向上プログラムの開発と、学校の教員
に代表される大人の信頼度の回復策の提示 
 青少年は、大人の情報リテラシーに関して「パソコンの使えない大人（学校の先生も）はか

わいそうな人」という認識をもっている。新しい文化を牽引する青少年のこのような認識を頭

ごなしにを否定するのではなく、情報弱者や情報格差（デジタルデバイド）といった新しい社

会問題、人権問題への解決プログラムの開発が求められる。 
 さらに、パソコンが使えない比率の高い学校の教員をはじめとする大人への信頼度を高める

ために、青少年への情報教育と併せて、「情報化とは異なる価値観」をきちんと提示する教育プ

ログラムを開発することが求められている。
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【アンケート調査結果】 

１．マルチメディアの使用状況について  

（１）青少年はインターネットをどのように使っているか？ 
■ インターネットの使用頻度は高く、「ほぼ毎日」が８割を超えている。 
■ 趣味の情報が掲載されているような「お気に入りのホームページ」をチェックするためと

いう目的が、インターネットの使用目的として多くあげられている。次いで、友達とのメ

ールをやりとりするためという目的が多い。 
■ なお、今回の調査対象者において、家に自分のパソコンを持っているという回答のあった

割合は 66.3％であった。 
インターネットの使用頻度 

ほぼ毎日
84.3%

使っていない
0.2%

その他
0.9%週に１日くらい

3.2%

週に２～４日く
らい
11.4%

（N=926）
 

 
インターネットの使用目的 

79.3

38.9

45.9

83.5

31.5

7.3

0.3

0 20 40 60 80 100

友達とメールのやりとりをするため

知らない人とメールでチャットをしたり
するため

勉強などのために、ＨＰから情報を探
したりしている

お気に入りのホームページがあり、そ
れをチェック

買い物やオークションをしたりするため

その他

不明
％

（N=926）
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（２）青少年はテレビゲームやパソコンゲームをどのように使っているか？ 
■ テレビゲームやパソコンゲームの使用頻度は、「ほぼ毎日」が 34.8％、「週に２～４日くら
い」が 26.6％となっている。 
■ テレビゲームやパソコンゲームで遊ぶ時間としては、１日に「１～２時間くらい」が最も

多く４割近い。「４時間以上」との回答も 7.5％見られた。 
 

ゲームの使用頻度 

週に２～４日く
らい
26.6%

ほぼ毎日
34.8%

不明
0.4%

週に１日くらい
18.5%

まったく遊んで
いない、ゲーム
はもっていない
12.1%

その他
7.7%

（N=926）
 

 
ゲームで遊ぶ時間 

１時間未満
23.5%

１～２時間くらい
37.3%

２～３時間くらい
22.0%

３～４時間くらい
9.0%

４時間以上
7.5% 不明

0.7%

（N=926）
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２．マルチメディアから得られる情報についての意識  

（１）青少年は、テレビ番組やホームページの現実性をどうとらえているか？ 
■ テレビのニュース番組や報道番組（ドキュメンタリー）番組の内容について、どう思うか

たずねたところ、「一部の番組の内容は、本当のことやよくあることではなく、だれかによ

って作られたもののような気がする」という回答が 57.2％と最も多くを占めた。また、「だ
いたい本当のことやよくあることだと思っている」との回答は 36.1％であった。 
■ 同じテレビではあるが、ドラマについての意識は「テレビの番組はだれかが作っているも

のなので、本当のことやよくあることではないと思う」という回答が 58.3％を占めた。一
方、「だいたい本当のことやよくあることだと思っている」との回答は 9.2％であった。 
■ インターネットのホームページの内容については、テレビのニュース番組や報道番組に対

する意識とほぼ同様であるが、「ホームページの内容はだれかが作っているものなので、本

当のことやよくあることではないと思う」という割合がニュース番組等よりも若干高く見

られる。 
 

得られる情報についての現実性についての意識 

テレビのニュース番組や
報道番組（ドキュメンタリー）
について

36.1 57.2 4.5

2.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体（N=926）

だいたい本当のことやよくあることだと思っている
一部の番組は本当のことではなくだれかによって作られたもの
テレビ番組は本当のことやよくあることではない
その他
不明

テレビドラマについて

9.2 28.5 58.3

3.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体（N=926）

だいたい本当のことやよくあることだと思っている
一部の番組は本当のことではなくだれかによって作られたもの
テレビ番組は本当のことやよくあることではない
その他
不明

インターネットのホームページ
の内容について

28.8 57.1 11.8

2.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体（N=926）

だいたい本当のことやよくあることだと思っている
一部のＨＰは本当のことではなくだれかによって作られたもの
ＨＰは本当のことやよくあることではない
その他
不明
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（２）テレビやインターネットは、青少年の生活や感情にどのように影響している

か？ 
■ テレビでドラマやアニメを見たあとに、実際の生活についてなにか不満を持ったり、いつ

もと違う感じをもったりすることがあるかとの問いに対して、「そういう感じをもつこと

がある」という回答が 42.4％あった。その場合の具体的な内容としては、「実際の生活も
ドラマやアニメのようだったらいいのにと、なんとなくあこがれることがある」が最も多

く９割近くを占めた。「実際の生活がいやになってしまうことがある」「実際の生活が安心

なものだと思えて、ほっとすることがある」との意見も、それぞれ３割あげられた。 
■ インターネットでメールやチャットをしたあとに、不満や違和感を感じたことがあるとい

う回答は 23.3％であった。具体的内容としては、「やはり、実際にだれかとあって話しを
したいと思うことがある」が６割と多くを占めたが、「実際にだれかを目の前にして話しを

したりするのが、おっくうになることがある」「実際にだれかと会って、相手を怒らせたり、

反対に相手からいやな思いをさせられることがこわくなる」というコミュニケーション障

害が生じているような回答もそれぞれ２割程度あった。 
■ テレビゲームやパソコンゲームをしたあとに、不満や違和感を感じたことがあるという回

答は 19.2％にとどまった。具体的内容としては、「実際の生活もゲームのように、自分の
思うとおりになったらいいのにと思う」という回答が最も多く７割を超えている。また、

17.4％が「実際の生活とゲームの区別がつかないような気分」を味わっている。 
■ 本調査においては、利用頻度と生活や感情への相関は見られなかった。 

 
テレビやインターネットによる影響 

テレビでドラマやアニメを見たあと

そういう感じを
もつことがある
42.4%

そういう感じを
もつことはない
57.5%

不明
0.1%

（N=926）

14.2

85.2

20.4

33.3

29.8

5.9

0 20 40 60 80 100

実際の生活とテレビの内容の区別が
つかないような気分

実際の生活もドラマやアニメのよう
だったらいいのにとあこがれる

主人公が敵を倒したりするシーンなど
をみるとやってみたいと思う

実際の生活がいやになってしまうこと
がある

実際の生活が安心なものだと思え
て、ほっとすることがある

その他
％

（N=393）
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インターネットでメールやチャットをしたあと
そういう感じを
もつことがある
23.3%

不明
2.1%

そういう感じを
もつことはない
74.6%

（N=926）

20.8

27.8

60.6

15.7

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70

実際にだれかを目の前に話したりする
のがおっくうになる

実際に誰かと会って相手を怒らせたり
いやな思いをするのがこわい

やはり、実際にだれかとあって話しを
したいと思うことがある

その他

不明
％

（N=216）

 
 

テレビゲームやパソコンゲームをしたあと
そういう感じを
もつことがある
19.2%

不明
1.0%

そういう感じを
もつことはない
79.8%

（N=926）

17.4

75.3

26.4

14.0

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

実際の生活とゲームの区別がつかな
いような気分

実際の生活もゲームのように思うとお
りになったらいい

主人公が敵を倒したりするシーンなど
をみると自分もやってみたい

その他

不明
％

（N=178）
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（３）青少年は、情報リテラシー※への関心をもっているか？ 
※ここでは、情報を読み解く力およびそのような力の獲得を目指す取り組みを指す 

■ テレビ、インターネット、ゲームの情報がどのように作られて、発信されているかについ

て、知りたいと思うかをたずねたところ、「知りたいと思う」との回答が 67.7％あった。 
■ 知りたいと思う理由としては、「どのように作られているかがわかれば、もっと楽しめると

思うから」「テレビ、インターネット、ゲームなどの情報には、どこか信じられないところ

があるので、どのように作られているかを知りたいと思う」「どんなふうに情報が作られて

伝えられているのかを知るのは、なんとなく面白そうだから」の３つの意見に分かれた。

それぞれが半数を超える回答となっている。 
 

情報源への探求心とその理由 

知りたいと思う
67.7%

不明
0.3%

知りたいとは
思わない
32.0%

（N=926）

52.2

52.3

56.3

3.7

0.3

0 10 20 30 40 50 60

どのように作られているかがわかれ
ば、もっと楽しめると思うから

それらの情報はどこか信じられないと
ころがあるので

情報がどう作られ伝えられているかを
知るのは面白そう

その他

不明
％

（N=627）
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（４）青少年は、コンピュータやインターネットを必要としているか？ 
■ コンピュータやインターネットは自分のために必要だと思うかをたずねたところ、「必要

だと思う」という意見が圧倒的で 95.5％に達した。アンケート対象者はネット会員のため、
特に強く意識が出ているものの、現代の青少年にとって、コンピュータやインターネット

はなくてはならないものになっていることがうかがえる。 
■ 必要であるとする具体的理由は、「勉強や仕事だけでなく、生活のなかで、世界中の情報を

知るために必要だと思う」という意見が最も多く 87.3％であった。 
■ また、コンピュータやインターネットを使えない人に対して、どう思うかをたずねたとこ

ろ、「仕事や勉強で不便なことがあると思う」という回答が最も多く 44.9％であった。次
いで、「メールで人と話ができないのは不便だと思う」が 30.6％あげられた。 

コンピュータやインターネットの必要性とその理由 

必要だと思う
95.5%

不明
0.5%

必要だとは思
わない
4.0%

（N=926）

43.8

35.9

87.3

20.0

0.7

0 20 40 60 80 100

大学や高校などで勉強や研究をする
ために必要だと思う

仕事をするために必要だと思う

勉強や仕事だけでなく生活の中で世
界中の情報を知るために必要

その他

不明
％

（N=884）

 
コンピュータやインターネットを使えない人に対する意識 

44.9

30.6

10.2

3.2

7.6

38.2

0.8

0 10 20 30 40 50

仕事や勉強で不便なことがあると思う

メールで人と話しができないのは不便だと思う

かっこわるいと思う

自分の仲間や友達にはなれない人だと思う

その他

その人の問題だから、特になにも感じない

不明
％

（N=926）
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（５）青少年にとって、信用性のある情報源はなにか？ 

■ 日常生活上での情報源を８つ挙げて信用できる順にならべてもらったところ、「テレビの

ニュース」が最も信用性が高い情報源として挙げられた。次いで、「新聞の記事」「家族の

話」が続いている。 

■ インターネットのホームページについては、８つの情報源のうち、信用度は５番目に位置

している。また、「学校の先生の話」は下位から３番目と低い位置にある。 

 
信用性のある情報源 

1,767

1,609

305

308

395

759

337

63

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

テレビのニュース

新聞の記事

雑誌の記事

学校の先生の話

友達の話

家族の話

インターネットのホームページ

マンガ 点

（N=926）

 
注）信用できる情報源として第１位に挙げられたものに３点、第２位に２点、

第３位に１点（それより下位は 0点）と点数化した場合の合計点を示す。 
 


